
いじめ防止対策改善基本５か年計画に基づく 

     命を大切にする教育の推進について 

青少年育成課 

平成30年度 第１回加古川市総合教育会議 

平成30年11月15日 

加古川市立青少年女性センター 大会議室 



Ⅰ ５か年計画策定の背景 

● 平成２８年 ９月 

● 平成２８年１１月 

● 平成２９年１２月 いじめに関わる重大事態が発生 

加古川市いじめ問題対策委員会（第三者委員会） 

を設置 

市長へ調査結果の報告 
№１ 



● 調査報告書で課題とされた事項（趣旨） 
アセスの結果の読み取り、アンケート用紙の確認 

ＳＯＳのサインに気づけなかった教職員の危機管理意識 

法で定められたいじめの定義に対する認識と対応 

教職員間での情報伝達方法と情報共有 

「いじめ防止・対応マニュアル」に沿った組織的な対応 

№２ 



・加古川市いじめ防止対策改善基本５か年計画 

・いじめ防止対策改善プログラム 

二度と子どもの尊い命が奪われる 

ことがあってはならない 
いのちを大切にする教育の推進 

● 平成３０年 ２月 
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－ いじめの定義 －     児童生徒に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍し 

ている等当該児童等と一定の人的関係がある他の児童等が 

行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネッ 

トを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の 

対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 

 

「いじめ防止対策推進法 第一章 総則 第二条」 
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－ いじめの基本認識 － 

■ どの子どもにもどの学校でも起こりうる 

■ 人権侵害である 

■ 大人は気づきにくく、発見しにくい 

■ 多くの児童生徒が、加害も被害も経験する 

■ 暴力を伴わないいじめであっても、繰り返されたり、集中 

  的に行われたりすることにより、生命、身体に重大な危険 

  が生じる 

■ その様態により、刑罰法規に抵触する 

■ 加害・被害の二者関係だけでなく、観衆、傍観者も存在 

  傍観者から、仲裁者・相談者への転換が重要 
№５ 



Ⅱ ５か年計画の基本構想 

 いじめ等の命に関わる問題の未然防止に資する取組を強 

力に支援するとともに、子どもの居場所づくり・絆づくり 

を進め、自己有用感を高める教育活動への支援を行う。 

● 基本目標 

● 行動目標 

 いじめ問題等の 

  １ 未然防止 

  ２ 早期発見・早期対応 

  ３ 関係機関との連携 

  ４ 推進体制・検証体制 の充実 
№６ 
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Ⅲ ５か年計画 今年度の取組 

１ 未然防止   

● 子どものＳＯＳ発見啓発チラシ 

№７ 

● いじめ防止市民フォーラム（いじめ防止啓発月間の設置） 

２ 早期発見・早期対応  

● 子どものＳＯＳ発見チェックリスト 
● 学校環境適応感尺度「アセス」の活用 

● 教育相談体制の促進  



３ 関係機関との連携  

● スクールサポートチームの設置 

№８ 

● スクールソーシャルワーカーとの連携 

４ 推進体制・検証体制①  

● 加古川市いじめ防止基本方針の改定 

● 加古川市いじめ防止・対応マニュアルの改定 

● 改善プログラム取組状況の点検 

● 加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の設置 



分 野 氏 名 所属等 

学校経営  浅 野 良 一 兵庫教育大学大学院教授 

学校事故・危機対応  住 友  剛 京都精華大学教授 

法律  曽 我 智 史 尼崎駅前法律事務所弁護士 

生徒指導  菱 田 準 子 立命館大学大学院教授 

心理  吉 田 圭 吾 神戸大学大学院教授 

 委員会は、５か年計画及び改善プログラムに基づき教育委員会

が実施するいじめ防止対策の評価検証を行い、その結果を踏まえ

て教育委員会に必要な助言を行う。 
（加古川市いじめ防止対策評価検証委員会規則より） 

【評価検証委員会組織】 

４ 推進体制・検証体制②  

● 加古川市いじめ防止対策評価検証委員会 

№９ 
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・「わかる授業づくり」「絆づくり」 

改善プログラムによる各学校の取組  

№10 

・「いじめ追放活動」「いじめ防止啓発集会」 

・保護者向けいじめ啓発活動 

・学校独自のチェックシート、積極的ないじめ認知 

・情報モラル講演会 

・交流給食、交流読書 

・ＳＳＴ、ピア・サポート活動  
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2018年度 

  

  

  

  

○ アセス推進体制及び教育相談体制の充実を支援 

○「いじめ防止基本方針」「いじめ防止･対応マニュアル」の改定 

○ いじめ問題について子どもが主体的に考え解決しようとする取組を推進 

○ スクールサポートチームの設置 

○ 改善プログラム取組状況の点検及びPDCAサイクルへの指導・助言 

○ いじめ問題等対策有識者による計画策定への助言 

○ いじめ防止啓発月間（９月）の設置 

重
点 

取
組 

未然防止 早期発見･早期対応 
関係機関との

連携 

推進体制･検
証体制 

いのちを大切にする教育の推進 

Ⅳ ５か年の取組 
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Ⅴ 評価検証委員会の開催 

・２月２０日 第３回評価検証委員会の開催 

● 平成３０年度のスケジュール 

・９月１８日 第２回評価検証委員会の開催 

・７月２１日 第１回評価検証委員会の開催 

・５か年計画の基本構想の説明 

・今年度の重点取組の説明 

・５か年計画及び改善プログラムの１学期の取組状況の 

 評価検証 

・５か年計画及び改善プログラムの２学期の取組状況の 

 評価検証 

・来年度の対策改善案の検討 №12 



Ⅵ 第１回評価検証委員会の実施 
● ５か年計画の基本構想の説明 

● 今年度重点取組の説明 

◆ 早期発見・早期対応 

◆ 関係機関との連携 

◆ 推進体制・検証体制 

◆ 未然防止 

  ＳＯＳチラシの配付、いじめ防止市民フォーラムの開催 

  アセス、心の相談アンケート、教育相談の実施 

  スクールサポートチームの設置 

  自己点検シートの実施、評価検証委員会での検証、 

  基本方針・対応マニュアルの改定 

● 各学校のいじめ防止対策の取組状況のヒアリング №13 

資料１ 



委員からの助言・意見 

 

● いじめは起きている前提で、どう見つけ、対応するかに重点 

  を置くべきである。 
● 具体的な事例やいじめの定義について、学校や教職員間で共 

  有する機会をつくってほしい。 
● 学校ごとの特徴を踏まえて、課題を積極的に抽出してもらい 

  たい。 など 
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委員長のコメント 
● 教育委員会及び学校に対する批判的なパートナーとして、専 

  門的な立場から厳しい指摘を行う。 

● いじめ防止対策に関するＰＤＣＡサイクルを回して、５年間 

  でよりよい計画へと昇華させる。 

● 最終的にはいじめ防止対策から、よりよい学校経営、学級経 

  営の実現を目指す。 
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Ⅶ 第２回評価検証委員会の実施 

● ５か年計画の１学期の取組状況 

◆ 未然防止への取組 

① 「心の絆プロジェクト」児童会・生徒会代表者ミーティング 

 （８月17日） 

⑤ いじめ防止啓発チラシ等の配布（９月） 
№16 

③ 子どものＳＯＳ発見啓発チラシ（家庭訪問時に手渡し） 

② 第１回いじめ防止市民フォーラム（９月１日） 

  ・いじめ防止標語・ポスター 

  ・いじめ防止 基調講演 

  ・児童会・生徒会代表者ミーティングからの報告 
④ 子どものＳＯＳ発見チェックリスト（家庭訪問時に手渡し） 

資料４・５ 



児童会・生徒会代表者ミーティング 

№17 

「心の絆プロジェクト」児童会・生徒会代表者ミーティング 

 

 ○ 日 時  平成３０年８月１７日（金）１４：００～１６：００ 

 ○ 場 所  加古川市民会館小ホール 

 ○ 参加者  各小中学校の児童会・生徒会代表８０名 

 ○ 内 容 

   ・各校の「いじめを許さない学校づくり」に関する取組紹介 

   ・ユニットで取り組む内容の検討及び具体的な活動、スローガンの検討 



いじめ防止市民フォーラム 

№18 

第１回いじめ防止市民フォーラム 

 

 ○ 日 時  平成３０年９月１日（土）１４：００～１６：００ 

 ○ 場 所  加古川市民会館大ホール 

 ○ 参加者  学校関係者、PTA関係者、学校評議員、民生児童委員、 

        少年補導委員等、約６５０名 

 〇 内 容 

  ① 表彰 

  標語の部（教育長賞、奨励賞を受賞した小学生６名を表彰） 

  ポスターの部（教育長賞、奨励賞を受賞した中学生６名を表彰） 

  ② いじめ防止に向けた加古川市の取組 

  ③ 基調講演 

    演題 ： 「STOP！いじめ 学校・家庭・地域でスクラム！」 

    講師 ： 玉聞伸啓氏 

        「克服体験談」に基づいたいじめの実態及び対応策 

  ④ 児童会・生徒会代表者ミーティングからの報告 



いじめ防止啓発チラシ 

子どものSOS発見チェックリスト 

子どものSOS発見啓発チラシ 

地域や保護者への啓発 
№19 
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◆ 早期発見・早期対応への取組 

① 多様な研修の実施 
  （アセスに関する基礎的な研修、教育相談スキル研修、学校生活 
  適応推進研修、自殺予防教育に関する研修、危機管理に関する 
  研修） 

② 学校環境適応感尺度「アセス」の活用 

  ・アセス担当教員を設置 

  ・「学校生活に関するアンケート」の実施（年間２回） 

     対象：小学３年生～中学３年生 

   ⇒ 要支援領域の児童生徒への支援 

③ 教育相談体制の促進 

  ・教育相談コーディネーターを設置 

  ・「心の相談アンケート」の実施（年間２回） 

     対象：小学３年生～中学３年生 

  ・教育相談週間の実施（年間２回）   №20 

資料４ 



■アセスに関する基礎的な研修 

■学校生活適応推進研修 

№21 

日時 テーマ 講師 対象 会場 

４月２３日（月） 
 

13:30～16:30 

アセス全般とﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙｱﾌﾟﾛｰﾁ
研修 

広島大学大学院教育学研究科教育実践総
合センター 教授 

栗原 慎二 氏 

校長 
アセス推進担当 

青少年女性 
センター 

６月１１日（月） 
 

14:00～16:00 

アセスの運用と分析に関する研
修 教育相談センター 指導主事 

教頭 
アセス推進担当 

青少年女性 
センター 

５月１７日（木） 
 

14:00～16:00 

アセスデータの入力と処理※実
技講習 教育相談センター 指導主事 

アセス推進担当 
ＩＴ担当等 

中部中学校 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室 

日時 テーマ 講師 会場 

８月２３日（木） 9:30～12:30 
生徒指導・教育相談総論 
ピア・サポート 

広島大学教育学研究科 客員准教授 
山崎 茜 氏 

市民会館 

８月２３日（木）13:30～16:30 学級経営とＰＢＩＳ 
同志社大学心理学部 教授 
神山 貴弥 氏 

市民会館 

８月２７日（月） 9：15～12:15 ＳＥＬ 
島根県立大学人間文化学部 准教授 
山田 洋平 氏 

青少年女性 
センター 

８月２７日（月）13:30～16:30 協同学習 
山口大学教育学部 准教授 
沖林 洋平 氏 

青少年女性 
センター 

８月２９日（水） 9：15～12:15   カウンセリング 

神戸親和女子大学大学院文学研究科教授 
金山 健一 氏 

青少年女性 
センター 

８月２９日（水）13:30～16:30 チーム支援  
–いじめ・不登校を例に- 



学校生活に関するアンケート 心の相談アンケート 

№22 
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◆ 関係機関との連携を強化した取組 

№23 

① スクールサポートチームの設置 

② スクールソーシャルワーカーとの連携 

   ・中学校区ごとに配置 

   ・福祉分野の支援につなげる    ⇒ 学校の要請でメンバーを派遣 

   ⇒ 定例会を開催（事例検討、相談会） 

   ⇒ 事例等を学校へフィードバック 

      例）いじめ被害児童の保護者からの要求 

        学校でのトラブルに係る話し合いにおいての録音 

メンバー 分野 資格等 

学校支援カウンセラー 心理 臨床心理士 

教育相談専門員 福祉 社会福祉士 

いのちと心サポート相談員 教育 教員ＯＢ 

学校安全支援員 警察 警察ＯＢ 

スクールロイヤー 法律 弁護士 

資料４ 



◆ 推進体制・検証体制を整える取組 

① 「加古川市いじめ防止基本方針」の改定（平成30年６月改定） 

  ⇒ 市の方針に基づき各学校の方針を改定 

② 「加古川市いじめ防止・対応マニュアル」の改定 

                      （平成30年７月改定） 

№24 

③ 改善プログラム取組状況の点検（各校の取組） 

  ・いじめ防止対策取組状況自己点検シート 

  ・要支援児童生徒（アセスの結果）への支援 

  ・教育相談後の支援 

資料４・11・12・14～17 



いじめ防止・対応マニュアル 取組状況自己点検シート 

№25 
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委員からの助言・意見 
● 子どもたちが、いじめの問題を自分たちの問題として、どのよう 

 に取り組んでいくのか。主体的に取り組むことが「生きる力」につ 

 ながっていく。 

● 児童会・生徒会の取組では、いじめの問題についてきれいごとで 

 話し合うのはなく、例えば「いじめはいけないと思っていても『い 

 じめを辞めよう』と勇気を出して発言しにくい」など、リアリティ 

 ーをもって話し合うことが大切である。 

● ＰＤＣＡを回す際に、プランの段階で「うまくいけばこういうふ 

 うになる」という仮説を立て、それに達したのかどうか（効果）を 

 チェックしていく必要がある。 など 

№26 

● ５か年計画の１学期の取組状況の評価検証 



● 改善プログラムの１学期の取組状況 

◆ 各学校による「自己点検シート」まとめ 

№27 

資料14 

・各学校で実施したいじめ防止対策の取組状況を自己点検する。 

・自己点検シートの１０の項目を４段階評価する。 

取組が充実 「互いに認め合い、支え合い、助け合う仲間づくりができたか」などの未然防

止 

取組に課題 「チーム学校による組織的な対応がなされているか」、「関係機関との連携を

強化した取組がなされているか」 

【小学校】 

【中学校】 

取組が充実 「チーム学校による組織的な対応がなされているか」、「関係機関との連携を

強化した取組がなされているか」 

取組に課題 「互いに認め合い、支え合い、助け合う仲間づくりができたか」などの未然防

止 



◆ 各学校が特に重点的に取り組んでいる内容 
資料15 
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 ・「あいさつ運動」「インターネットの利用に関するルールづく 

  り」（児童会・生徒会の主体的取組） 

１ 互いに認め合い、支え合い、助け合う仲間づくり 

 ・「友だちの『いいところ』さがし」「異学年交流」など子ども 

  同士のふれ合い（絆づくりの取組） 

３ 家庭や地域への働きかけ 

・「人権参観日」「人権講演会」の効果的な実施時期の検討 

・４月の学級懇談会を参観授業後に実施 

２ 命や人権を尊重する豊かな心の育成 

・特別支援学校との交流 

・保護者も参加したインターネットトラブル防止講座の開催 

● 未然防止への取組について 



● 早期発見・早期対応への取組について 

 ・子どもが本音を打ち明けやすくするためのアンケートや面談の 

  検討 

 ・担任以外による教育相談の実施を検討 

 ・同学年の子どもを持つ保護者同士が悩みを共有する機会の設定 

 ・個々の子どもを見守ることができるシステムの構築 

 ・月ごとの生活相談（いじめ悩み相談票）の実施による情報交換 

  及び学年を越えた対応 

 学校独自の特色ある取組を全学校へフィードバックし、
より充実した取組につなげていく。 
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友だちのいいところさがし 

子ども同士のつながりを深める 
№30 



児童会長による全校生への呼びかけ 

代表者ミーティングを受けて 

児童会による全校生への呼びかけ 

「ささいなことが深く傷つけることに・・・」 

いじめ防止啓発集会 
№31 



特色ある取組 
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・各学級で作成した「あいさつ標語」の全校生への紹介 

 

・いじめ防止に関する掲示物を全教室に掲示 

 

・「みんな遊び」の週１回実践による、全校生が仲良く楽しむ場の設定 

 

・「心の花咲くノート」（友だちの思いやりある行動を見つけて記入する）の活用 

 

・わいわい交流遠足（全校遠足・異学年交流活動）の実施 

 

・毎月１度の「道徳デー」による、心シリーズを活用した保護者と子どもが話し合  

 う場の設定 

 

 など 



◆ 教育相談実施状況まとめ 資料16 
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● 教育相談実施報告 

・小学校：１４,５０２人（９９.５％）、中学校：６,９６０人 

（９８.５％）、全体：２１,４６２人（９９.１％）に実施 

・対応が必要な児童生徒は７５２人うち、いじめに関する相談は 

 ２１７人 

● 教育相談の実施方法の工夫 

・授業時間を短縮し相談時間を捻出 

・相談時間を統一し違和感がないよう配慮 

・空き教室等を活用し、生徒と教師が１対１で向き合える場の設定 

・スクールカウンセラーによるカウンセリング研修の実施 

学年等で情報共有し、管理職が中心となり
ケース会議を開催し、「チーム学校」とし

て組織的に対応 

対応 



● 成果 

・日頃から気になる子どもには関わる機会が多くあるが、普段から  

 頑張っている子どもには関わる機会が少なくなってしまう。 

 教育相談は、改めて全ての子どもに向き合う機会となった。 

・普段、あまり気にかけていなかった子どもから悩みを聞くことが 

 できた。 

・子ども同士の人間関係を知ることができた。 

● 課題 

・教育相談の時間や場所の確保、アセス調査や他のアンケート調査

との実施時期の兼ね合い等、課題が見られた。 

対応 

・教育相談マニュアル及び手引きの改正 

・学校の実情に応じた実施期間の見直し 

・時間や場所の確保については、各学校の工夫した 

 実施方法を共有 
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・児童生徒の理解や教師との信頼関係づくりに役立った。 



◆ 「学校生活に関するアンケート（アセス）」 

 結果と学校の取組 

資料17 

● 対象者数 
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・小学校：９,６２３人（９９.４％）、中学校：６,９１５人 

 （９８.１％）、全体：１６,５３８人（９９.０％）に実施 

● 支援の必要な子どもへの具体的な関わり事例 

・ピアサポートとしてのグループ活動を取り入れながら、教師が 

 意図して友だち同士の関わりを構築する。 

・複数の教職員で、様々な角度から子どもを見て情報を共有する。 

・心の相談アンケートの結果も踏まえて総合的に子どもの状態 

 を見る。 
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● アセスにおける工夫・成果・課題 

・アセスの結果を経年比較し、年度替わりの急激な落ち込みがあ 

 る子どもをチェックし、いじめ対策委員会等で検討している。 

・アセスの結果を会議で口頭確認するだけではなく、目標を明文 

 化した個人カルテにより共有し取り組んでいる。 

・普段の学校生活の様子からは想像もできないアセスの結果を受 

 けて、より積極的に当該子どもと関わっている。 

・生活満足度が低く、親子関係等家庭の問題に起因している場合 

 の介入の仕方が課題である。 

・ゲーム依存、ネット依存などの社会問題について、学校が子ど 

 もの生活環境にどのように立ち入るか、具体的なプログラム等 

 を考えながら取り組む必要がある。 



委員からの助言・意見 
● 子どもが相談しやすい教員が教育相談をすることで、担任が抱え込 

 むという枠組みがなくなり、教職員の風通しが良くなることにつなが 

 る。 

● アセスの結果により、「予想していなかった子どもが・・・」とい 

 うような普段の子どもと違う面に気づくことが大切である。 

● 子どもが相談しやすい教職員に、いつでも相談できる体制づくりに 

 ついても検討してはどうか。 

● 学校から出された教育相談の成果を、他の学校にも広めることが重 

 要である。 など 
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● 改善プログラムの１学期の取組状況の評価検証 



委員長のコメント 
● 教育委員会も各学校も、本当に前向きに様々な取組をしていただ 

 いている。ＰＤＣＡを回していく中で、いじめ防止の取組の効果が 

 「らせん状」に上がっていくように、我々評価検証委員会も一生懸 

 命取り組んでいきます。 
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Ⅷ 次年度以降の進め方 
● 開催スケジュール 

６月  第１回評価検証委員会 

９月  第２回評価検証委員会 

11月  第３回評価検証委員会 

２月  第４回評価検証委員会 

・３学期の取組状況の評価検証 

・新年度の重点取組の説明 

・１学期の取組状況の評価検証 

・２学期の取組状況の評価検証 

・次年度の対策改善案の検討 

・学校訪問（数校） 
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●【資料１】 いじめ防止対策改善基本５か年計画 

●【資料２】 いじめ防止対策改善プログラム 

●【資料３】 加古川市いじめ防止対策評価検証委員会規則 

●【資料４】 「加古川市いじめ防止対策改善基本５か年計画」の取組状況（平成30年度1学期分） 

●【資料５】 児童会・生徒会代表者ミーティングからの報告 

●【資料６】 子どものSOS発見啓発チラシ 

●【資料７】 子どものSOS発見チェックリスト 

●【資料８】 いじめ防止啓発チラシ 

●【資料９】 学校生活に関するアンケート 

●【資料１０】 心の相談アンケート 

●【資料１１】 加古川市いじめ防止基本方針 

●【資料１２】 加古川市いじめ防止・対応マニュアル 

●【資料１３】 「いじめ防止対策改善プログラム」に基づくいじめ防止対策取組状況自己点検シート 

●【資料１４】 「いじめ防止対策改善プログラム」に基づくいじめ防止対策取組状況自己点検シート 

         まとめ（平成30年度1学期分） 

●【資料１５】 「いじめ防止対策改善プログラム」に基づくいじめ防止対策取組状況自己点検シート 

         特に重点的に取り組んでいる内容（学校の実情に合わせた特色ある取組） 

●【資料１６】 教育相談実施状況まとめ（平成30年度1学期分） 

●【資料１７】 「学校生活に関するアンケート（アセス）」結果と学校の取組について（報告） 

Ⅸ 参考資料 
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いじめ防止対策改善基本５か年計画に基づく      命を大切にする教育の推進について  
青少年育成課 


